
東北地方１か月予報の解説（予報期間：8 月 2 5 日～9 月 2 4 日） 
平成 13 年 8 月 24 日 仙台管区気象台 

 

１．向こう１か月の気温、降水量、日照時間の各階級の確率（％） 
            

［気  温］ 東北地方 2 0  4 0  4 0  

   
［降 水 量］ 東北地方 3 0  5 0  2 0  

   
［日照時間］ 東北地方 2 0  5 0  3 0  

   
   低い（少ない）  平年並  高い（多い） 

 

［気  温］：東北地方は「平年並」か「高い」の可能性が大きく、その確率はそれぞれ40％

です。「低い」の可能性は 20％と小さい。 

［降 水 量］：東北地方は「平年並」の可能性が最も大きく、その確率は 50％です。「少ない」

の可能性が次に大きく、その確率は30％です。「多い」の可能性は20％と小さい。 

［日照時間］：東北地方は「平年並」の可能性が最も大きく、その確率は50％です。「多い」

の可能性が次に大きく、その確率は30％です。「少ない」の可能性は20％と小さ

い。 

 

２．予想される天候の特徴 
（もっとも高い確率の予報が実現した場合の天候は以下の通りです。） 

①向こう 1 か月 

 前半は、高気圧に覆われて晴れる日が多いでしょう。後半は、天気は周期的に変化します

が、平年同様曇りや雨の日が多いでしょう。 

平均気温は平年並か高いでしょう。 

向こう 28 日間の平年の晴れ日数：東北地方で約 13 日 

 

②各予報期間の天候の特徴 

１週目････････････ 

(8月25日～8月31日) 

高気圧に覆われ、おおむね晴れるでしょう。 

 平均気温は平年並でしょう。 

平年の晴れ日数：東北地方で約 4 日 

  
2 週目･････････････ 

(9 月 1 日～9 月 7日) 

 高気圧に覆われて晴れる日が多いでしょう。 

 平均気温は平年並でしょう。 
平年の晴れ日数：東北地方で約 3 日 

  3～4 週目･･････････ 

(9 月8日～9月21日) 

 天気は周期的に変化しますが、平年同様曇りや雨の日が多いでし

ょう。 

 平均気温は高いでしょう。 
平年の晴れ日数：東北地方で約 6 日 



③予想される天候に関する循環場の特徴（アンサンブル平均天気図） 
・500hPa 高度・偏差 

 月平均で見ると、北緯 37度付近を境に

南は負偏差域、北は正偏差域が広がり、

東北地方は正偏差に覆われる。 

 週別（図略）では、2週目は、東北地方

は正偏差域に覆われる。北海道付近に気

圧の尾根が予想されている。3～4 週目は、

東北地方は引き続き正偏差域に覆われる。

高度場はほぼ平年同様で、上空の流れは

ゾーナルから西谷傾向で、天候は周期変

化が基調となる。 

 

 

 

 

 

 

・地上気圧と降水量 

 月平均で見ると、太平洋高気圧は不明

瞭。高気圧の軸は北海道付近に予想され

ている。日本付近には広く降水域が広が

るが、まとまった凝結域は西日本中心。 

 週別（図略）では、地上の気圧パター

ンは月平均とほぼ同様。2週目は、日本付

近に降水域が広がるが弱い。3～4 週目は

本州の南岸沿いに前線に対応するまとま

った凝結が予想される。 

 

 

 

 

 

 

 

・北日本 850hPa 気温平年差の時系列 

 アンサンブルメンバーの平均は、はじ

め下降するが、2 週目に上昇し平年を上回

る。その後は平年並から平年を上回る。 

 ただし、各アンサンブルメンバーは 2

週目半ば以降バラツキが大きい。

 
月平均の 500hPa 高度・偏差 

（等高度線：60m 毎、偏差：30m 毎、陰影部：負偏差） 

 

 

 

 

 

 

 
月平均の地上気圧と降水量 

（等圧線：4hPa 毎、降水量：40mm 毎、陰影部：80mm 以上） 

 

 

 

 

 
北日本 850hPa の気温平年差の実況と予想 
（縦軸：気温平年差（℃）、横軸：日付） 

発表日以降の太線は各アンサンブルメンバー（細線） 

の平均値 



３．東北地方地域平均気温平年差の実況と予測結果 
 週別の気温は、1 週目「低い」、2 週目「平年並」、3～4 週目「高い」を予測している。 

予報は 1 週目は週間予報の資料から「平年並」に修正する。2 週目、3～4週目は予測通り。 

 なお、予報の信頼度は小さい。 
 

 

４．最近１週間（8 月 1 7 日～8 月 2 3 日）の天候の経過 
 この期間、17 日～20 日は高気圧に覆われて概ね晴れたが、東北太平洋側では曇るところも

あった。その後、台風第 11 号が本州の太平洋沿岸を通過したため 21～22 日は雨となり、東

北太平洋側では大雨となる所もあった。23 日には台風は北海道に抜け、移動性高気圧に覆わ

れ概ね晴れて、東北太平洋側では 8 月に入ってはじめての真夏日になるところがあった。 

平均気温は、東北日本海側で平年差-0.3℃と平年並、東北太平洋側で平年差-1.2℃と低か

った。降水量は、東北日本海側で平年比 73％と平年並、東北太平洋側で平年比 138％と多か

った。日照時間は、東北北部で平年比143％と多く、東北南部で平年比 110％と平年並だった。 

 
最近１週間の平均気温、降水量及び日照時間の平年差（比） 
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＊実況期間（図の左側）の太い実線：東北地方地域平均気温平年差の実況値。（7日平均値）
＊予報期間（図の右側）には7日平均気温の予測に対する信頼の程度が40％の幅（濃い赤の範囲）
　と信頼の程度が70％の幅（濃い赤と薄い赤の範囲）を表示
＊水平な3本の実線：予報期間の1週目、2週目、3～4週目についての多数の平均。
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